
お　願　い

1. 同封のはがきで、4月 15日までに、出欠のお返事をお寄せください。

2. 例年通り、大会参加諸経費の支払いは前納制を採らせて頂きます。同封の郵便振替払込書
（社会経済史学会第71回全国大会実行委員会）による前納にご協力くださいますようお願い

申し上げます（振替払込書の該当項目をチェックし、金額欄に合計金額をご記入の上、

4月 21日までにご送金ください）。なお、領収証は大会当日受付にてお渡しいたします。

参加諸経費は次の通りです。

大会参加費 ...............................................500円

報告要旨集代 ....................................... 3,500円

懇親会費 ............................................... 5,500円

弁当代（18日）................................... 1,000円

弁当代（19日）................................... 1,000円

本学は、高台にあり、大学周辺に飲食店はありません。学内食堂も休日ですので営業をいたし

ておりません。できるだけ弁当の申し込みをおすすめします。

3. 大会参加諸経費を前納され、その後都合により大会に出席することが不可能となられました
方は、大会開催 10日前までにその旨文書で主催校にお申し出ください。

4. 報告要旨集は、5月初旬にお送りする予定です。

5. 本学への交通アクセスは限られ、バスの便も土曜・休日ダイヤできわめて少なくなっており
ます。時刻を確認の上ご利用ください（大会参加予定者には、後日改めてご案内いたします）。

本学会第71回大会が、和歌山大学を主催校として、2002（平成14）年5月18日（土）、19日（日）

に開催されることになりましたので、ここにご案内申し上げます。会員各位におかれましては、

ご多忙中とは存じますが、本学会の今後のいっそうの発展のため、是非ともご出席を賜ります

ようお願い申し上げます。

社 会 経 済 史 学 会
第 71回全国大会実行委員会
事務局 和歌山大学経済学部内
〒 640-8510
和歌山県和歌山市栄谷930番地

2002年度
社会経済史学会
第71回全国大会

2002年5月18日（土）、5月19日（日） 和歌山大学
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社会経済史学会
第71回全国大会
プログラム
期日：2002年5月18日（土）、5月19日（日）
会場：和歌山大学（和歌山市）

 第 2 日目　5月19日（日）

  9:00受付開始 経済学部棟 1階入口

  9:30～ 12:00  パネル・ディスカッション

12:00～ 13:10 昼休み

《共通論題報告》 E101教室

13:10～ 13:20 問題提起

13:20～ 15:00 報告

15:00～ 15:30 コメント

15:30～ 15:40 休憩

15:40～ 16:40 討論

 第 1 日目　5月18日（土）

  8:30受付開始 経済学部棟 1階入口

  9:00～ 12:00 自由論題報告

12:00～ 13:00 昼休み

13:00～ 16:20 自由論題報告

16:30～ 17:30 会員総会
E101教室

17:45～ 19:30 会員懇親会
大学会館（生協大食堂）

● 会場への交通路、各会場等の場所につきましては、当プログラム最終頁の案内地図および大

会当日の案内掲示をご覧ください。

● 懇親会を第1日目5月18日（土）の17時45分より19時30分まで、大学構内の大学会館（生協
大食堂）にて開催いたします。ぜひ、ご参加ください。

● ご宿泊につきましては、主催校では手配致しません。各自、別紙リストなどを参考にお早め

に手配願います。

● 大会事務局への連絡：

郵便： 〒 640-8510和歌山市栄谷 930番地
和歌山大学経済学部 高嶋研究室
社会経済史学会 第 71回全国大会実行委員会

　 

  
    
  

■大会次第

■案内とご注意
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1. 両大戦間期知多綿織物業の展開とその特質 9:30～ 10:20
――産地問屋・下請織布工場間の 報告者 橋口　勝利（京都大学大学院）

　　関係に着目して―― 司会者 阿部　武司（大阪大学）

2. 模造パナマ帽をめぐる産地間競争 10:20～ 11:10
――戦前期台湾・沖縄の産地形態の比較を通じて―― 報告者 四方田雅史（早稲田大学大学院）

司会者 山本　有造（京都大学）

3. 戦時経済統制期における在来産業 11:10～ 12:00
――広島県木履産業を事例に―― 報告者 張　　　楓（広島大学大学院）

司会者 花井　俊介（早稲田大学）

昼休み 12:00～ 13:00

4. 明治 10年代廻船問屋における情報収集と 13:00～ 13:50
船長の役割変化 報告者 伊藤　敏雄（関西学院大学大学院）

――大阪府貝塚廣海惣太郎家の事例を中心に―― 司会者 藤井　信幸（東洋大学）

5. 日露戦争から第二次世界大戦における魚粕の変遷 13:50～ 14:40
――魚粉の登場、輸入から輸出へ―― 報告者 高橋　　周（早稲田大学）

司会者 中西　　聡（名古屋大学）

6.戦前期三井物産の海運業務 14:40～ 15:30
報告者 大島　久幸（高千穂大学）

司会者 粕谷　　誠（東京大学）

7.「流通革命」の分水領 15:30～ 16:20
――1980年代初頭の消費選好の激変と 報告者 森田　克徳（静岡県立大学）

　　大規模小売店舗法の影響―― 司会者 高岡　美佳（立教大学）

第1 会場――― 5月18日（土） 経済学部講義棟 E101教室

■自由論題報告―日本関係
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第2 会場――― 5月18日（土） 経済学部講義棟 3階 E301教室

■自由論題報告―日本関係

1. 戦前の日本社会の貧しさと働く女性たちの心性 9:30～ 10:20
――明治末期大阪府泉南地方の事例を 報告者 荻山　正浩（東京大学）

　　手掛かりとして―― 司会者 谷本　雅之（東京大学）

2. 低所得世帯の妻と子供はいかに働いていたか 10:20～ 11:10
――戦前東京の事例―― 報告者 谷沢　弘毅（札幌学院大学）

司会者 杉山　伸也（慶應義塾大学）

3. 戦間期の学校・企業と職員市場 11:10～ 12:00
――新規学卒市場の制度化をめぐって―― 報告者 菅山　真次（東北学院大学）

司会者 斎藤　　修（一橋大学）

昼休み 12:00～ 13:00

4. 筑豊鉱業主麻生家の有価証券投資と 13:00～ 13:50
その戦略性について 報告者 新鞍　拓生

――日清戦後筑豊石炭業の拡張期における―― 司会者 畠山　秀樹（追手門学院大学）

5. 戦間期都市近郊における区画整理事業と地域変容 13:50～ 14:40
――東京府荏原郡玉川村域を事例に―― 報告者 高嶋　修一（東京大学大学院）

司会者 本宮　一男（横浜市立大学）

6. 高度成長期の大阪都心部における 14:40～ 15:30
不動産所有とその活用 報告者 名武なつ紀（東京大学）

司会者 老川　慶喜（立教大学）

7. 戦間期樺太における朝鮮人社会の形成 15:30～ 16:20
――「在日」朝鮮人史研究の空間性をめぐって―― 報告者 三木　理史（奈良大学）

司会者 高嶋　雅明（和歌山大学）
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第3 会場――― 5月18日（土） 経済学部講義棟 3階 E302教室

■自由論題報告―日本関係

1. 江戸時代初期における私札の発展 9:30～ 10:20
――伊勢国射和地方で発行された 報告者 鹿野　嘉昭（同志社大学）

　　富山札を中心として―― 司会者 岩橋　　勝（松山大学）

2. 新旧金貨引き替え御用と両替商の収益構造 10:20～ 11:10
――万延の改鋳を事例に―― 報告者 須賀　博樹（青山学院大学大学院）

司会者 賀川　隆行（三井文庫）

3. 明治前期の艦艇整備にはたした 11:10～ 12:00
神戸鉄工所・小野浜造船所の役割 報告者 千田　武志（広島国際大学）

司会者 笠井　雅直（名古屋学院大学）

昼休み 12:00～ 13:00

4. 旧鹿児島藩主公爵島津家の成立と展開 13:00～ 13:50
報告者 千田　　稔（米国イオンド大学院）

司会者 武田　晴人（東京大学）

5. 1920～ 30年代における総合食品メーカーの成長 13:50～ 14:40
――日魯漁業の冷凍事業の成立と 報告者 高　　　宇（立教大学大学院）

　　塩魚流通事業の拡大―― 司会者 藤田貞一郎（同志社大学）

6. 日本曹達と日曹コンツェルン 14:40～ 15:30
――戦前の新興コンツェルンの一考察―― 報告者 佐藤　一昭（いわき明星大学）

司会者 柴　　孝夫（京都産業大学）

7. スズキ（株）戦後経営戦略の変遷 15:30～ 16:20
報告者 長谷川直哉（高千穂大学大学院）

司会者 沢井　　実（大阪大学）
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第4 会場――― 5月18日（土） 基礎教育棟 3階 G302教室

■自由論題報告―東洋・西洋関係

1. 清末民国初期における英独醸造会社の営業活動 9:30～ 10:20
報告者 一ノ瀬雄一（大阪府立狭山高校）

司会者 飯島　　渉（横浜国立大学）

2. 中国社会主義改造とギルドの解体 10:20～ 11:10
――1949～ 1956年上海における 報告者 川原　勝彦（横浜国立大学）

　　同郷会ギルドの解体過程を中心として―― 司会者 奥村　　哲（東京都立大学）

3. 米軍政期における韓日貿易の形成およびその性格 11:10～ 12:00
報告者 李　　正煕（京都創成大学）

司会者 堀　　和生（京都大学）

昼休み 12:00～ 13:00

4. M.K.ガンディとイギリス帝国1893年～1914年 13:00～ 13:50
――「インドの自治」を手がかりに―― 報告者 甲元　純子（岡山大学大学院）

司会者 脇村　孝平（大阪市立大学）

5. 18世紀後半のイギリス東インド会社の 13:50～ 14:40
貨幣政策とベンガルにおける貨幣事情 報告者 谷口　謙次（大阪市立大学大学院）

――ミドナプール県の事例から―― 司会者 黒田　明伸（東京大学）

6. 1850年代における 14:40～ 15:30
イースタンバンク（英系東洋為替銀行）と 報告者 川村　朋貴（立命館大学大学院）

ジェントルマン資本主義 司会者 黒田　明伸（東京大学）

7. イギリス西インド貿易における 15:30～ 16:20
コミッション・システムの発達とロンドン商人 報告者 川分　圭子（京都府立大学）

司会者 安部　悦生（明治大学）
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1. 16世紀ブリストルにおける都市商人の商業活動 9:30～ 10:20
――ジョン・スマイスの会計元帳をもとに―― 報告者 横内　郁麿（慶應義塾大学大学院）

司会者 坂巻　　清（東北大学）

2. イギリス・ピューリタン革命と船乗り商人層 10:20～ 11:10
――軍事財政国家の出発点―― 報告者 大西　晴樹（明治学院大学）

司会者 梅津　順一（聖学院大学）

3. 近代初頭のイギリスにおける消費 11:10～ 12:00
――17世紀末～ 18世紀初頭の 報告者 岡部　芳彦（大阪大学大学院）

　　遺産目録分析を中心に―― 司会者 草光　俊雄（東京大学）

昼休み 12:00～ 13:00

4. 18世紀末のスコットランド地域内分業の成立 13:00～ 13:50
―― The Statistical Account of Scotland 報告者 林　　妙音（大阪商業大学）

　　1791-1799の分析を中心に―― 司会者 安元　　稔（駒澤大学）

5. 19世紀初頭ペンシルヴァニア・ランカスターに 13:50～ 14:40
おける武器産業 報告者 本橋　弘毅（東北大学大学院）

司会者 加勢田　博（関西大学）

6. National Trust（国民の信託／信頼）？： 14:40～ 15:30
イングランド南部における 報告者 坂梨健史郎（埼玉工業大学）

田舎の景観保護運動 1924－ 1949 司会者 湯沢　　威（学習院大学）

7. アーバインランチ都市化の史的研究： 15:30～ 16:20
1960年代から 70年代に至る南カリフォルニア 報告者 堅田　義明（名古屋商科大学）
の地域開発に関する一考察 司会者 岡田　泰男（慶應義塾大学）

第 5 会場――― 5月 18日（土） 基礎教育棟  2階 G202教室

■自由論題報告―西洋関係



8

1. 16世紀帝国都市ニュルンベルクの 9:30～ 10:20
ポルツァイ的身分制 報告者 佐々木孝浩（東北大学大学院）

司会者 田北　廣道（九州大学）

2. ガンツ鋳鉄・機械工場の経営発展と 10:20～ 11:10
技術者的企業家（1844～ 1870年代末） 報告者 高田　茂臣（京都大学大学院）

司会者 藤井　和夫（関西学院大学）

3. 信仰と社会層分化 11:10～ 12:00
――カトリックのディプローム・ 報告者 早島　　瑛（関西学院大学）

　　カォフマンを中心に―― 司会者 今久保幸生（京都大学）

昼休み 12:00～ 13:00

4. 19世紀前半の右岸ウクライナ 13:00～ 13:50
領主地農民経営の動態 報告者 松村　岳志（秋田経済法科大学）

司会者 土肥　恒之（一橋大学）

5. ライヒ職業紹介失業保険庁の成立と機能 13:50～ 14:40
報告者 原　　信芳（浜松大学）

司会者 柳澤　　治（明治大学）

6. アルジェリア経済成長シェーマ（1955－1966）と 14:40～ 15:30
欧州経済共同体設立交渉 報告者 藤田　　憲（名古屋大学大学院）

司会者 矢後　和彦（東京都立大学）

7. 国境を挟む地域形成 15:30～ 16:20
――euregio rhein-maas-nordの 報告者 渡邉　　尚（東京経済大学）

　　事例に則して―― 司会者 馬場　　哲（東京大学）

■自由論題報告―西洋関係

第6 会場――― 5月18日（土） 基礎教育棟 2階 G203教室
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生産組織の経済史 9:30～ 12:00

司会者 阿部　武司（大阪大学）

問題提起 岡崎　哲二（東京大学）

報告 1. 明治後期～大正期の桐生織物業における雇用形態の変化
――後藤織物工場にみる力織機化と生産組織―― 橋野　知子（駒澤大学）

報告 2. 生産組織とその社会的基盤
――都市小工業を事例として―― 谷本　雅之（東京大学）

報告 3. 明治期鉄道業における企業組織の展開
――日本鉄道会社を中心として―― 中村　尚史（埼玉大学）

報告 4. 戦時期日本の労働組織
――産業報国会の役割―― 岡崎　哲二（東京大学）

討論者 和田　一夫（東京大学）

■パネル・ディスカッション― 1

第1 会場――― 5月19日（日） 経済学部講義棟 E101教室

イギリス兵器産業と日英関係：1900～ 30年代 9:30～ 12:00

司会者 安部　悦生（明治大学）

千田　武志（広島国際大学）

報告 1. 『ヴィッカーズ・金剛事件』におけるヴィッカーズ社及び日本製鋼所
奈倉　文二（獨協大学）

報告 2. 武器製造業者の結託と競争
――20世紀初頭のアームストロング社とヴィッカーズ社――

小野塚知二（東京大学）

報告 3. 再軍備と武器輸出の同時展開の構造
――1930年代ヴィッカーズ・アームストロング社の対日武器輸出――

横井　勝彦（明治大学）

討論者 石井　寛治（東京経済大学）

鈴木　俊夫（東北大学）

■パネル・ディスカッション― 2

第2 会場――― 5月19日（日） 経済学部講義棟 3階 E301教室
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第3 会場――― 5月19日（日） 経済学部講義棟 3階 E302教室

産業と女性、町場と女性――比較史の試み―― 9:30～ 12:00

組織者・司会者

斎藤　　修（一橋大学）

報告 1. イングランドにおけるレース産業と女性，1550-1950年
パメラ・シャープ

（University of Western Australia, Australia）

報告 2. 中国繊維産地におけるジェンダー・パターンの変貌 リンダ・グローヴ（上智大学）

報告 3. 近世日本の町場と女性労働 高橋美由紀（一橋大学大学院）

■パネル・ディスカッション― 3
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情報の経済史――国家・市場・企業――

司会者 原　　輝史（早稲田大学）

山本　有造（京都大学）

《問題提起》 13:10～ 13:20

石井　寛治（東京経済大学）

高嶋　雅明（和歌山大学）

《報告》

1. 経済史における情報と制度 13:20～ 14:10
――中国商人と情報―― 古田　和子（慶應義塾大学）

2. 戦間期日本の海外情報活動 14:10～ 15:00
――陶磁器輸出を中心に―― 大森　一宏（愛知学泉大学）

《コメント》

1. 市場の基準・規範の形成と情報の共有 15:00～ 15:15
杉原　　薫（大阪大学）

2. 市場経済の多様性への接近 15:15～ 15:30
――情報という視角―― 藤井　信幸（東洋大学）

《休憩》 15:30～ 15:40

《討論》 15:40～ 16:40

共通論題報告――― 5月 19日（日） 経済学部講義棟 E101教室



■大会会場
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和歌山大学　栄谷キャンパス

※バス停留所から階段を登って、左手に向かってください。
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約75分 快速

約60分

直通バス
約35分

特急・急行
約60分

泉佐野乗換
約40分

和歌山バス
「和歌山大学行」
約25～30分

※乗換・待ち合わせ時間を含みません。

日根野乗換
約35分

正門

バス停留所

懇親会会場
大学会館

第 4・5・6 会場
基礎教育棟

自由論題（東洋・西洋）

第 1・2・3 会場
経済学部講義棟

自由論題（日本）・会員総会
パネル・共通論題


